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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

分担
基盤研究C
原子力災害における地域の中核病院看護師へ
の防災教育システムの構築

高村　昇・教授 環境省 代表

放射線の健康影響に係る研究調査事業
双葉町、大熊町における処理水、除去土壌、
廃炉に関するリスク認知評価と、リスクコ
ミュニケーションおよびそれに資する環境放
射能評価の推進

高村　昇・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究C
原子力災害被災地における復興・帰還事業に
係る情報発信と情報の受け止め方の検証

高村　昇・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究C
IVR介助看護師の被ばく低減に対する放射線防
護教育プログラムの構築

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

高村　昇・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究C
長崎原爆の地形遮蔽による低線量被曝に関す
る疫学研究

高村　昇・教授 日本学術振興会

高村　昇・教授 客員研究員 広島大学原爆放射線医科学研究所

折田真紀子・准教授 雑誌編集委員 公益社団法人長崎県看護協会

高村　昇・教授 永井隆平和記念・長崎賞選考員会委員 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会

高村　昇・教授 放射線リスコミセンター運営委員会委員 公益財団法人原子力安全研究協会

高村　昇・教授 放射線副読本改定協力者 文部科学省

高村　昇・教授
中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術
開発戦略検討会コミュニケーション推進
チーム（CT)

株式会社エックス都市研究所

高村　昇・教授 有識者委員会委員 一般社団法人　日本原子力文化財団

高村　昇・教授
野生鳥獣肉にかかる出荷制限解除等検討会
委員

福島県

高村　昇・教授 双葉町放射線量等検証委員会委員 福島県双葉町

高村　昇・教授
長崎・ヒバクシャ医療国際協力会運営部会
委員

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会

高村　昇・教授
中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術
開発戦略検討会委員

環境省

高村　昇・教授 雲南市原子力安全顧問 島根県雲南市

高村　昇・教授 福島県「県民健康調査」検討委員会委員 福島県

高村　昇・教授
福島県　放射線と健康アドバイザリーグ
ループアドバイザー

福島県

高村　昇・教授 臨床研究部　顧問 公益財団法人　放射線影響研究所

高村　昇・教授 長崎市国民保護協議会委員 長崎県長崎市

高村　昇・教授 共創アドバイザー 公益財団法人　環境科学技術研究所
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

高村　昇・教授

1月31日、東日本大震災・原
子力災害伝承館を訪れた長崎
県の修学旅行生（高校生）を
案内した。

福島民友 2024年2月2日

広島と長崎で「二重被爆」し
た曽祖父の体験を継承し、語
り部として活動している長崎
市の高校２年生　原田晋之介
さんを含む長崎県の修学旅行
生に対し、展示の説明などを
行った。

高村　昇・教授

2月15日に長崎市で開かれた
国際シンポジウムでウクライ
ナ国立放射線医学研究セン
ターのドミトリー・バジーカ
所長が行った講演内容につい
て、意見を述べた。

長崎新聞 2024年2月24日

「もし放射線災害が起きた場
合は日本、そして長崎大とし
て協力できる態勢が必要。た
だ戦時下では支援が制限を受
ける可能性があり、専門家育
成のためにウクライナの医療
関係者を招きたい」と話す一
方、「（現在は）軍医として
従事している人が多い上に一
定年齢の男性は原則、国外に
出られないようだ」と、もど
かしさもにじませた。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

高村　昇・教授
折田真紀子・准教授

12月1日、ホテルニュー長崎
で開催された「チャレンジふ
くしまフォーラムin長崎」に
パネリストとして参加した。

読売新聞 2024年1月27日

福島県川内村の遠藤幸雄村長
や長崎市の田上富久前市長と
ともに「長崎と福島の絆」を
テーマにしたパネルディス
カッションを行い、当時の状
況や復興に向けた取り組み、
福島の魅力について語った。

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

高村　昇・教授
医学部１年「医療入門A」学外実習における
講演

公立大学法人福島県立医科大学

柏崎佑哉・助教 日本学術振興会 代表
研究活動スタート支援
不確かさ不耐性特性が放射線リスク認知とリ
スク受容に及ぼす影響に関する実証研究

折田真紀子・准教授 日本学術振興会 代表
若手研究
福島原発事故の処理水放出による風評影響へ
の住民の懸念に関連する因子と対話の効果

松永妃都美・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究B
放射線防護リスクコミュニケーション現任教
育モデルの検証

高村　昇・教授 日本学術振興会 代表
国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B))
チェルノブイリから福島を知る～甲状腺超音
波所見の自然史

折田真紀子・准教授 日本学術振興会 代表
研究活動スタート支援
福島第一原発事故の処理水放出に関する周辺
住民の不安に関連する要因の解明
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高村　昇・教授

東日本大震災・原子力災害伝
承館が2024年9月から1年間、
フランスのモンベリアール市
で海外初の出張展示を行う。

福島民報 2024年3月13日

震災と東京電力福島第一原発
事故の発生当初から13年間の
復興の歩みをパネルで紹介す
る。
期間中は、語り部とともに渡
仏し、科学的事実に基づく福
島県の正確な情報や体験を踏
まえた教訓を発信する。

高村　昇・教授

3月16日から、東日本大震
災・原子力災害伝承館で「盆
踊りの継承パネル展」が始
まった。

福島民友 2024年3月17日

展示では、東京電力福島第一
原発事故で一度は存続が危ぶ
まれた双葉郡8町村や飯館村も
「盆踊り」がどのように継承
されているかをまとめた。震
災前の踊りの様子に加え、現
在の継承がどのように行われ
ているかなどについて、継承
している人の思いも交えて分
かりやすく解説している。

高村　昇・教授

3月11日、福島県の「3.11メ
モリアルイベント」が東日本
大震災・原子力災害伝承館で
開かれ、俳優の横田龍儀氏と
対談した。

福島民報 2024年3月13日

福島県の「3.11メモリアルイ
ベント」が東日本大震災・原
子力災害伝承館で開かれ、俳
優の横田龍儀氏と「家族との
絆・支え合うこと」をテーマ
に対談した。
「若い人が伝えていくことが
大切。記憶はあやふやになり
かねず、収集していくことが
大事だ。幅広い人の当時の記
憶が将来の防災減災につなが
る」と継承の意義を説いた。

高村　昇・教授

3月12日、福島県の双葉町産
業交流センター（F-BICC)
で、福島の復興推進拠点活動
報告会を開催した。

長崎新聞 2024年3月13日

東日本大震災の被災地である
福島県の川内、富岡、大熊、
双葉４町村に設置した復興推
進拠点の活動報告会を双葉町
産業交流センター（F-BICC)で
開いた。
長崎大学のほか、福島県内の
大学や企業の関係者8人による
教育や地域復興などの取り組
みについての報告や、大熊町
長らによる座談会が行われ、
現地とオンライン合わせて約
100人が参加した。

高村　昇・教授

東日本大震災・原子力災害伝
承館が2024年9月頃からフラ
ンス・モンベリアールでパネ
ル展示を行う。

福島民友 2024年3月5日

フランス・モンベリアールで
東日本大震災と東京電力福島
第一原発事故の経験と教訓を
広く伝えるパネル展示を行
う。伝承館が海外で展示を行
うのは今回が初めてであり、
高村教授のつながりで初めて
の海外展示が実現する見通し
となった。

高村　昇・教授

3月11日、福島県の「3.11メ
モリアルイベント」が東日本
大震災・原子力災害伝承館で
開かれ、俳優の横田龍儀氏と
対談した。

福島民友 2024年3月12日

福島県の「3.11メモリアルイ
ベント」が東日本大震災・原
子力災害伝承館で開かれ、俳
優の横田龍儀氏と「家族との
絆・支え合うこと」をテーマ
に対談した。
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高村　昇・教授

4月17日、永安武長崎大学
長、松井史郎副学長とともに
内堀雅雄福島県知事を表敬訪
問した。

福島民報 2024年4月18日

長崎大学は、東日本大震災と
東京電力福島第一原発事故発
生後福島県内の被災地で放射
線のリスクを分かりやすく県
民に説明するなど復興を後押
ししており、今後は福島国際
研究教育機構（F-REI）や福島
大などと連携し、さらには国
際原子力機関（IAEA)などの協
力も得て世界の防災・減災に
福島の教訓を役立てたい考
え。原子力災害の専門知識を
持った人材育成にも力を入れ
る。
知事表敬後、福島医科大の竹
之下誠一理事長兼学長やF-REI
の山崎光悦理事長も訪ねた。

高村　昇・教授

環境省が実施した、中間貯蔵
施設に一時保管している除染
土壌の最終処分についての全
国調査結果に対して意見を述
べた。

福島民報 2024年4月9日

東京電力福島第一原発事故で
中間貯蔵施設（大熊町、双葉
町）に一時保管している除染
土壌の福島県外最終処分につ
いて、環境省が2023年度まで
の過去6年間に全国調査を実施
したが、県外最終処分を「知
らない」と答えた人の割合が
直近の調査でも県外で85％前
後、県内で半数程度となり認
知度が改善されていない状況
である。
この状況に対し、「除染土壌
が発生した経緯や最終処分に
向けた対応などを教育の中に
取り入れ、児童・生徒に分か
りやすく伝えるべきだ」と強
調した。

高村　昇・教授

4月17日、永安武長崎大学
長、松井史郎副学長とともに
内堀雅雄福島県知事を表敬訪
問した。

福島民友 2024年4月18日

長崎大学は東日本大震災と東
京電力福島第一原発事故の直
後から福島県で健康リスク評
価や帰還に向けた線量測定な
ど福島県の復興支援に取り組
んでおり、今後も復興支援を
続ける考えを伝えた。
知事表敬後、福島医科大の竹
之下誠一理事長兼学長や福島
国際研究教育機構（F-REI）の
山崎光悦理事長とも個別に会
談したほか、東日本大震災・
原子力災害伝承館を視察し
た。
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高村　昇・教授

福島での復興支援に携わる様
子についてのドキュメンタ
リー番組「ドキュメント九州
つたえる～福島に寄り添う長
崎の医師～」が放送された。

テレビ長崎（KTN) 2024年10月5日

被ばく医療の専門チームの中
心人物として、13年に渡り被
災住民に寄り添いながら復興
支援を行ってきた様子につい
て密着取材を受けた。

松永妃都美・准教授

東日本大震災・原子力災害伝
承館と長崎大学が共同で、東
日本大震災・原子力災害ふく
しま語り部ネットワーク会議
に所属する語り部に対し、語
り部活動に関する調査を行っ
た。

福島民友 2024年11月1日

東日本大震災・原子力災害ふ
くしま語り部ネットワーク会
議に所属する21団体111人に対
し、語り部活動に関する調査
を行った（回答者75人）。調
査回答を受け、「語り部は語
りを聞いてくれる人や語りの
場を求めていることが明らか
になった。」と話した。

高村　昇・教授
東日本大震災・原子力災害伝
承館の来館者が、30万人を突
破した。

福島民報 2024年7月7日

東日本大震災・原子力災害伝
承館の来館者が、30万人を突
破し、30万人目の来館者へ記
念品を贈呈した。見込みより2
年2ヵ月ほど早く、開館から3
年10ヵ月での達成となった。
被災地の復興の歩みを学ぶ
ホープツーリズムが浸透しつ
つあるのに加え、県外を含む
個人の来訪が多い点も目標を
上回る要因になったとみられ
る。

高村　昇・教授

9月9日～12日まで、長崎大学
福島未来創造支援研究セン
ターの「災害・被ばく医療科
学サマーセミナー」を双葉地
方で開催する。

福島民友 2024年9月11日

災害・被ばく医療科学サマー
セミナー初日の9日、「被ばく
と健康、クライシス・リスク
コミュニケーション」と題し
て講演した。現地及びオンラ
イン、併せて約60人の参加者
が高村教授の解説に耳を傾け
た。

高村　昇・教授

福島国際研究教育機構（エフ
レイ）の委託研究である「原
子力災害医療科学分野におけ
る福島の知見の集積と国内外
への情報発信」研究プロジェ
クトが本格始動し、研究代表
者としての考えを述べた。

長崎新聞 2024年5月2日

東日本大震災と東京電力福島
第一原発事故の教訓を検証
し、原子力災害や複合災害の
防災・減災の国際的な指針に
役立てるため、2029年度まで
に災害関連誌や社会的損失を
最小化するための避難のあり
方などを研究し、ガイドライ
ン策定や情報発信拠点づくり
をめざす。
第一原発事故発生後の避難に
ついて「住民がいち早く非難
することで被ばく線量を低く
抑えられた一方、避難途中で
亡くなった高齢の入院患者も
いた」と指摘し、「一律では
なく、社会的弱者の避難のあ
り方を検証する必要がある」
と強調した。
また、「エフレイが原子力災
害医療科学分野の研究や専門
家育成、情報発信の国際的拠
点になるよう貢献したい」と
話した。
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 学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

松永妃都美・准教授
長崎大学未来に羽ばたく女性研
究者賞「優秀女性研究者賞」

長崎大学ダイバーシティ
推進センター

「東京電力福島第一原子力発
電所事故で被災した住民との
放射線リスクコミュニケー
ションに資する研究」につい
て、東京電力福島第一原発事
故で被災した住民とのコミュ
ニケーションに資する研究を
続け、復興を支援したことが
評価された。

高村　昇・教授

フランス・モンベリアールに
ある科学博物館「サイエンス
パビリオン」で、12月14日か
ら東日本大震災・原子力災害
伝承館の企画展を開催する。

L'Est
Republicain
（フランス新聞）

2024年12月14日

12月14日からフランス・モン
ベリアールの科学博物館「サ
イエンスパビリオン」で開催
する、東日本大震災・原子力
災害伝承館の企画展について
説明。福島県の語り部２名に
ついても紹介されている。

松永妃都美・准教授

「未来に羽ばたく女性研究者
賞」で優秀女性研究者賞を受
賞し、12月23日に授与式にて
表彰された。

長崎新聞 2024年12月24日

長崎大学が学内で優れた研究
成果を挙げた女性研究者を顕
彰する「未来に羽ばたく女性
研究者賞」において優秀女性
研究者賞を受賞し、授与式に
て表彰された。東京電力福島
第一原発事故で被災した住民
とのコミュニケーションに資
する研究を続け、復興を支援
したことが評価された。永安
武学長から「これからも自身
の研究を続け、キャリアアッ
プをしっかりとしながら、後
輩の指導や支援を」とエール
を送られた。
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